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#15-5 

【５月】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２７年６月９日 

在ウクライナ大使館 

 

１．内外政 

・３日、モルドバ・キシナウ市内にて、汚職対策及び政府・裁

判所幹部解任等を求める市民による抗議運動が実施。 

・６日、ガブリチ首相は、ウクライナを訪問し、ポロシェンコ・ウ

クライナ大統領、ヤツェニューク・ウクライナ首相及びサーカ

シヴィリ前グルジア大統領と会談。 

・７日、ガブリチ首相は、キエフにおいて、ウクライナ側がモル

ドバの管理できていないモルドバ・ウクライナ間国境検問地

点の内複数を閉鎖したがったが、自分は閉鎖しないよう要請

した、ウクライナはトランスニストリア地域にロシア軍が駐留し

ていることを不安に思っており、それはモルドバ側も同じ、

我々は同地域の非軍事化を支持している旨発言。 

・１５日、ＯＳＣＥの民主制度・人権事務所（ＯＤＩＨＲ）は、モル

ドバ地方選挙の監視を開始した旨発表。 

・１５日、ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相は、ブラチスラ

バにおいて、Ｖ４＋東方パートナーシップ外相会合に出席。 

・２２日、リガにおいて、ＥＵ加盟国と東方パートナー６か国の

首脳による第４回ＥＵ東方パートナーシップ首脳会議が開催。

ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相は、同首脳会議の共同

宣言を肯定的な結果であると評価。 

・２６日、バルツィ市議会は、１１月１日に地方自治拡大に関す

る住民投票を実施する決定を採択。 

▼世論調査（「ＣＢＳ-ＡＸＡ」、５月６日～１８日実施） 

・次の日曜日に議会選挙があった場合の投票先：社会党－１

７．２％、共産党－９．３％、「我らの党」－８．９％、欧州人民

党－８．４％、自由党－７．０％、自由民主党－５．２％、民主

党－４．１％。 

・最も信頼している政治家：ドドン社会党党首－１０．０％、レ

アンカ前首相（欧州人民党党首）－８．０％、ヴォローニン共

産党党首－５．８％、ウサトゥイ「我らの党」党首－５．０％、キ

ルトアケ自由党副党首（キシナウ市長）－３．１％、３．０％－

ルプ民主党党首。 

 

２．経済 

▼マクロ経済 

・７日の国家統計局のデータによれば、２０１５年の第１四半

期において、モルドバの商品輸出高は１５％減の４億８，８４

０万ドル、輸入高は２０％減の９億７，５９０万ドル。結果として、

貿易赤字は２４．４％減の４億８，７７０万ドルとなった。 

▼天然ガス関連 

・２１日、モルドバ及びルーマニアの両首相は、ヤシ・ウンゲ

ーニ・ガスパイプラインの拡張に係るメモランダムに署名。

ガブリチ首相は、今回の合意がモルドバの欧州エネルギー

市場への統合のための前提条件となる旨発言。 

▼対モルドバ支援 

・７日、キシナウにおいて、ＥＵによる１，５００万ユーロの無

償資金協力が署名。同資金は、モルドバ国内の道路１４．４

キロを更新するプロジェクトに関し、ＥＢＲＤ（欧州復興開発

銀行）及びＥＩＢ（欧州投資銀行）の融資に追加で供与される。

同プロジェクトはＥＢＲＤが管理。 

 

 

 

※本月報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


